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■ ２００５年度 学生部長表彰 
１６個人８団体 

【個人】 

●川崎悟（剣道部男子）第52回東海学生剣道選

手権大会ベスト8　●齊藤あや（剣道部女子）第

37回東海女子学生剣道選手権大会9位　●尾

崎洋平（アメリカンフットボール部）東海学生アメリ

カンフットボール大会秋季リーグ戦１部リーグ優勝

●大野信二（アメリカンフットボール部）東海学生

アメリカンフットボール大会秋季リーグ戦1部リー

グ優勝、2005年度東海学生MVP　●加賀穣次

（アメリカンフットボール部）東海学生アメリカンフット

ボール大会秋季リーグ戦1部リーグ優勝　●菅野 

光（洋弓部女子）第40回全日本学生アーチェリー

女子王座決定戦31位　●片岡哲哉（水泳部）第

27回梅村杯冬季水泳競技大会男子15歳以上

100m背泳ぎタイムレース決勝：58秒48　●阿部

寛和（陸上競技部）第32回東海学生陸上競技

秋季選手権大会男子800m：2位入賞　●高野

友紀子（写真部）アサヒカメラコンテストアサヒカメ

ラ賞：3位　●山本圭一（写真部）アサヒカメラコン

テスト入選　●細江政範（硬式庭球部男子）第

５５回東海学生春季テニストーナメントシングルス

優勝  ●坂井友里（弓道部女子）第３９回愛知

県下学生弓道選手権大会女子優勝　●山崎

福徳（少林寺拳法部）第４１回少林寺拳法東海

学生大会男子自由組演武少拳士の部：優秀賞

●平野勝義（少林寺拳法部）第４１回少林寺拳

法東海学生大会男子自由組演武少拳士の部：

優秀賞　●高取綾（少林寺拳法部）第２回少林

寺拳法東海学生新人大会女子単独演武有段

の部：優秀賞　●佐藤詩織（競技エアロビクス）

スズキジャパンカップ中部地区大会全国大会出

場権獲得 （以上16個人） 

【団体】 

●ハンドボール部男子 東海学生ハンドボール大

会秋季リーグ戦2部リーグ2位（１部リーグ昇格）

　●アメリカンフットボール部 東海学生アメリカン

フットボール大会秋季リーグ戦1部リーグ優勝　

●ソフトボール部男子 秋季東海地区大学ソフト

ボールリーグ戦2部リーグ1位（１部リーグ昇格）

　●洋弓部女子 第40回全日本学生アーチェリ

ー女子王座決定戦全国16位　●アイスホッケー

部 第14回中部学生アイスホッケー選手権大会リ

ーグ2位　●ラクロス部男子 第14回東海学生ラ

クロスリーグ戦 1部リーグ優勝　●管弦楽団 高

田三郎作品による「ひたすらないのち 愛知演奏

会」●弓道部女子 第39回愛知県下学生弓道

選手権大会準優勝 （以上8団体） 

奥田 博子 

専攻分野は「コミュニケーション・スタディーズ」。 

長期研究テーマは「記憶が創新される過程」。 

主な論文は“Murayama's Political Challenge to 

Japan's Public Apology”（National Communication 

Association, ２００５）など。 

担当科目は「コミュニケーション特殊研究B」など。 

おくだ・ひろこ 外国語学部英米学科  助教授 

専攻分野は「科学技術社会論」

「科学哲学」「技術者倫理」。 

長期研究テーマは「科学技術

社会論」。 

主な著書は「工学倫理の諸相 

エンジニアリングの知的・倫

理的問題」（共著、ナカニシヤ

出版、２００５年）など。 

担当科目は「情報倫理」「情

報技術倫理」など。 

すぎはら・けいた 
 数理情報学部情報通信学科 
講師　 

私 の 研 究  

　「情報技術倫理」の内容をご紹介する前

に、この科目の位置づけをお話しておきま

しょう。数理情報学部では情報化社会を担

う技術者を育成しています。学部の科目に

は３つの倫理科目があります。「情報倫理」

と「情報社会と倫理」、そして「情報技術倫

理」です。「情報倫理」では情報ネットワー

クのユーザーに関わる倫理を扱います。「情

報社会と倫理」では情報ネットワークのも

たらす社会問題がテーマです。ユーザー

の倫理や社会的な倫理問題に対して、「情

報技術倫理」では情報技術者の倫理が主

題になります。つまり、情報に関わる技術

者の専門職倫理です。 

　でもすぐに、「技術者って専門職なの？」

という声が聞こえてきそうです。もっとも

な疑問です。「情報技術倫理」の内容は、

なぜ技術者の専門職化が求められているか、

という社会背景の紹介から始まります。次に、

そもそも技術者一般に必要となる専門職

倫理とはどのようなものかを考えます。続

いて、技術者の中でも情報系の技術者の

倫理とは何かを取り上げます。具体的な内

容は、技術者の倫理綱領にある「公衆の安

全・健康・福利」や、情報系技術者の倫理綱

領で登場する「知的所有権の尊重」です。

このようなトピックスについて、具体的な

事例を通して検討します。 

　このように、「情報技術倫理」のテーマ

は情報技術者の専門職倫理です。未来の

技術者が学ぶ数理情報学部でこそ大切な

科目と言えるでしょう。興味を持って受講

して欲しいと思っています。また、専門職

倫理の考え方をどう受け止めるかについ

て学生に聞いてみたいとも考えています。 

■ ■ ■ ■ ■  私 の ク ラ ス  

「情報技術者の専門職倫理を考える」 杉原 桂太 

コミュニケーションの批評研究 
取材：石田 祐貴（総合政策学科２年） 

取材：水野 良子（総合政策学科２年） 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　瀬戸市、尾張旭市、長久手町の２市１町を

エリアとするコミュニティーＦＭ、尾張東部

放送が３月に開局した。今回は、市民団体と

してコミュニティーＦＭに参加している南山

大学Multi Media Club（通称ＭＭＣ）を紹

介する。 

　ＭＭＣでは、パソコンやビデオ等のマル

チメディア機器を駆使して、「想像」と「創造」

を目指した活動を行っている。主な活動と

しては、①大学の設備であるテレビスタジ

オを利用して、インターネットラジオ番組の

制作をするＢＣセクション、②パソコンを使

用してＤＴＭ（デスクトップ・ミュージック）、

webページなどを作成するＰＣセクション、

③ＣＧ作成ソフトを用いてイラストやポスター、

広告などの作成、画像の加工などをするＣＧ

セクションがある。 

　このうちＢＣセクションでは、１ケ月に１～

２本のペースでインターネットラジオ番組を

制作している。これまで、既存のラジオ局か

らオファーがあっても断っていたが、今回、

放送エリアを区市町村単位に制限すること

で、地域に密着した情報提供を目的とする

尾張東部放送に学生団体として参加できる

という趣旨に賛同し、申し込みを決めたと

いう。ＭＭＣで活躍する堀口修司さん（総

合政策学科４年）は、「コミュニティＦＭとい

うメディア媒体を介して、大学における学

生団体の活動を地域住民に知ってもらうこ

とで、地域と大学の交流を活性化し、より理

解してもらうきっかけになれば」と語った。 

　尾張東部エフエム・JOZZ6AT-FM放送

帯の周波数は８４・５MHz。３月より「MMCの

Communication laboratory」を放送中。 

瀬戸キャンパスボランティア
「留学生のチューター」 

 南山大学には、大学院、学部、外国人留学

生別科に外国人留学生が約３００名在籍し

ている。このうち外国人留学生別科には、

毎年多くの留学生が日本語や日本事情を

勉強するためにやってくる。そんな彼らを

サポートする日本人学生がいる。今回、

「チューター」として活躍する三浦奈々絵

さんと三宅春奈さん（共に総合政策学科２年）

に焦点をあてた。 

 

Ｑ：チューターを始めたきっかけは？ 
三浦：昨年8月にNAP（約４週間現地の言

語や文化を集中的に学ぶ総合政策学部の

プログラム）で台湾へ行き、国境を越えた

交流を深めることができました。引き続き、

日本にいる留学生と交流することにより、日

本とアジアの違いを再発見したいと思い、

志望しました。 

三宅：様々なバックグラウンドをもつ留学生

と触れ合うことにより、視野を広げたいと思

いました。 

Ｑ：具体的な活動内容は？ 
三浦：週１回のペースで、授業の空き時間を

利用して留学生と１対１のコミュニケーショ

ンをはかったり、グループで集まって、日本

語の宿題を手伝ったりしています。 

Ｑ：この活動を通して得られたことは？ 
三宅：留学生はもちろん、異なる学科のチュー

ターなど多くの仲間と知り合えたことです。

また、留学生と意見交換する中で、「たとえ

国籍が違っても心が通じ合う」ことを学ぶ

ことができました。 

三浦：私は、政治について話し合った際、互

いの見解に大きな相違を感じました。これ

は一つの例ですが、チューターの活動を通

して、多様なものの考え方や視点を養うこ

とができたと感じています。 

Ｑ：「チューター」に興味をもった学生に
一言お願いします。 

三宅：チューターは、目的意識を強く持って

いる留学生と友達になるきっかけの一つで

す。そして、彼らとともに「日本」や「日本語」

と向き合うことにより、「日本人」として成

長できるチャンスでもあります。皆さんの

積極的な参加をお待ちしています。 

 
■ 問い合わせ先：瀬戸キャンパス事務部 

　　　　　　　　第２課（国際交流担当） 

南山大学建築探訪 
茶室「也有の席」 

　南山大学名古屋キャンパスの南側、木々の茂る

一角に茶室「也有の席」がある。江戸中期の尾張の

俳人、横井也有（１７０２～８３）ゆかりの茶室で、都市

計画により、昭和４０年、南山大学構内へ移築した。 

　室内は六畳でケヤキの板床、床柱は杉。天井は

杉板の平天井で、壁には腰貼りが施されている。現

在は南山大学のサークルを中心に、松尾流の茶席

として使われている。 

大学広報の一環として、交通広告による広報活動を展開いたしました。 

広告に関するご意見・ご感想は、学長室までお願いいたします。 

南山大学交通広告 

名古屋市営地下鉄(東山・名城・鶴舞・
桜通〈一部を除く〉)、 
ＪＲ東海道線、ＪＲ高山線、近鉄名古屋線、 
ＪＲ東海道線（豊橋～熱海） 

９、１１、１２月　各１ヶ月間 

■ 鉄道額面広告  

愛知・岐阜・三重・静岡 
B３サイズ：３６４×５１５mm 
第２種サイズ：２１３×６８５mm

■ 鉄道・バス中吊り・額面広告  

長野・石川・福井・富山・滋賀 
B３サイズ：３６４×５１５mm　 

■ 新幹線セットパネル  
サイズ：１,８５０×２,４００mm掲

出
路
線
・
期
間
詳
細 

南山大学では「学外体験プログラム」として「万

博ボランティアプログラム」でボランティア活

動を通して実社会における諸問題や様々な

社会組織の活動実態などの理解を深めてい

ます。また「愛知万博イタリア館プログラム」

ではパビリオンのアテンダント補佐・イベント

会場の設営に参加しています。 

南山大学は、ボランティア活動を通して 
「愛・地球博」に参加しています。 

総合政策学部の取り組み「学部教育と英語教

育のシナジー的アプローチ」が、「現代的教育

ニーズ取組支援プログラム」(文部科学省)に

選定されました。 

 

「学ぶ英語」から「使える英語」へ。 

 

キャリア教育に全学的に取り組み、 
一人ひとりの可能性を大切に 
考えています。 

ロボットの動きの制御も、数理情報学部で扱う

研究のひとつ。制御システムを工夫すれば、ロ

ボットもバレリーナのように踊れます。 

ロボットも、より人間に近くなる？ 

 

ロボットは「白鳥の湖」を踊れるか？ 

『４色ですべての図形は隣と同色になることなく、

塗りわけることができる』という四色定理は、１９７６

年、当時の最速コンピュータが膨大なプログラムを

解析し、１２００時間かけて証明されました。スマート

で美しい、短い証明は【エレガントな証明】と言わ

れていますが、反対に四色定理はその膨大な解析

のため、【エレファントな証明】と言われています。 

塗るのは楽しい。解くのは難しい。 

四色定理は、とてもエレファントな証明です。 

相手チームの戦術を統計学で分析することも、

数理情報学部が扱う研究のひとつ。この分析は、

スポーツの戦略立案や選手のトレードで注目

されています。 

無敵のチームができる！ 

統計学で、もっと強くなる。 

■南山宣言シリーズ ■数理情報学部シリーズ 
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JR東日本（本線普通・信越・篠ノ井・
中央東・大糸線）、 
JR西日本（北陸本線・普通電車）、 
北陸鉄道 

７、１２、３月　各月１週間程度 

東京、新横浜〈３月除く〉、小田原、静岡、
浜松、豊橋、名古屋、京都、新大阪、新神戸、
岡山、広島、小倉、博多 

７、１２、３月　各１ヶ月間 

　私の研究は、コミュニケーション活動の

批評です。具体的には、各々の文化や社会

において＜歴史＞という語りとして現/表

れる＜記憶＞の問題や、言語ないし記号

＜表現＞による＜常識＞という現実認識

の形成のあり方を問いかけてきました。 

　一つの観点から歴史が語られるとき、ま

ったく別ないし逆の観点からも語ることの

できる側面が消されています。例えば、多

くの人がアメリカ合衆国大統領フランクリン・

デラノ・ローズヴェルトという名を耳にする

と、「世界大恐慌」「ニュー・ディール政策」

「第二次世界大戦」といった歴史的出来事、

あるいは「チャーチル」「スターリン」と

いった歴史的人物を同時に思い浮かべる

のではないでしょうか。その中で、彼が障

害者であったことを記憶している人はどれ

だけいるでしょうか。 

　私たちは、ふだ

んあまり意識しま

せんが、私たちの

社会や世界との関

係は言語や記号に

よって創られています。そのように創られ

た現実や現実認識は、事実と一体どのよう

に違うのでしょうか。コミュニケーションの

批評研究は、コミュニケーション活動の中

に「真実らしいもの」と「真実」との違いを

見抜き、問題化し、そしてそれを論証し、批

評してゆくことを目指しています。 

　私たちの＜記憶＞や＜常識＞に対して

まずは疑問を投げかけ、どのように言語や

記号が私たちの現実や現実認識を形成し

ているかという問題意識を拡げてゆきます。

また、そのような問いかけを通してコミュ

ニケーション活動を批判的に捉えなおすこ

とは、私たちの文化や社会の理解と批判を

深化させてゆくことにもなります。 

コミュニティＦＭとは、市町村の限ら

れた地域において電波配信できる、

総務省の正式な認可を必要とする超

短波（ＦＭ）放送局。カーラジオや市

販されているＦＭラジオ受信機で簡

単に聴くことができる。 

第２回（平成１７年度）日本学術振興会賞受賞 

　外国語学部アジア学科の森山幹弘教授が第２回（平

成１７年度）日本学術振興会賞を受賞いたしました。

授賞対象となったのは「スンダ近代文学の形成をめ

ぐる文化史研究」。創造性に富み優れた研究能力を

有する若手研究者を早い段階から顕彰し、その研究

意欲を高め研究の発展を支援する趣旨から平成１６年

度に創設された賞です。 

平成１７年度愛知県芸術文化選奨文化奨励賞受賞 

　昭和３０年の創団以来、毎年定期演奏会を開催する

など、積極的に演奏活動を展開している南山大学管

弦楽団が平成１７年度愛知県芸術文化選奨文化奨励

賞を受賞いたしました。 

 

ラジオ番組制作 
（Multi Media Club） 

額
面 

http://www.nanzanmmc.net/

　個人もしくは団体が課外活動において特に

優れた成績をおさめたとき、または課外活動に

著しく貢献したとき、特に顕著な善行を認められ

たとき、学生部長表彰が授与されます。今年度

も3月20日に表彰式が行われ、受賞者、受賞団

体の栄誉を称え、学生部長から表彰状とともに

それぞれの活動に必要な品が贈られました。 

入学式 

聖南祭聖南祭 聖南祭 

名古屋キャンパス雪景色 

上南戦
 

 



業種別・学科別就職内定状況 

都道府県別求人企業数・就職内定状況 

大和ハウス工業（６） 旭化成ホームズ（４） 積水ハウス（３） 住友
不動産販売（３） 名工建設（２） 清水建設（１） 日本道路（１） 大
林組（１） トーエネック（１） 

 建設・不動産 

キ 

0
人 

３ 
心 

１ 
日 

３ 
英 

２ 
ス 

３ 
フ 

１ 
ド 

１ 
ア 

0
経 

７ 
営 

２ 
法 

５ 
総 

１６ 
情 

0
数 

１ 
合計 

４５ 
学科 

内定者数 

アイシン・エイ・ダブリュ（１９） 日本特殊陶業（８） 林テレンプ（８） 
アイシン精機（８） ＣＫＤ（７） 凸版印刷（５） リンナイ（５） マキタ
（５） ＩＮＡＸ（４） 中央発條（４） 住友電装（４） 三菱電機（４） 日立
製作所（４） 愛三工業（４） 東海理化電機製作所（４） 豊田鉄工
（４） アイシン・エーアイ（４） トヨタ紡織（４） コカ･コーラ セントラル 
ジャパン（４） オンワード樫山（３） 日本メナード化粧品（３） タカラス
タンダード（３） 豊田自動織機（３） 村田機械（３） ブラザー工業（３） 
SUNX（３） ダイコク電機（３） トヨタ車体（３） 森永乳業（２） 大日
本印刷（２） 天野エンザイム（２） 大正製薬（２） 大同特殊鋼（２） 
富士ゼロックス（２） 富士機械製造（２） ヤマザキマザック（２） 森
精機製作所（２） 東芝（２） 小島プレス工業（２） 日本電産（２） 麒
麟麦酒（１） ノリタケカンパニーリミテド（１） 三菱重工業（１） 川崎
重工業（１） 日本電気（１） 松下電工（１） デンソー（１） マツダ（１） 
日産自動車（１） 

各種製造 

キ 

１ 
人 

１５ 
心 

１４ 
日 

１４ 
英 

３９ 
ス 

９ 
フ 

７ 
ド 

８ 
ア 

１４ 
経 

４２ 
営 

３５ 
法 

２８ 
総 

５１ 
情 

９ 
数 

２0
合計 

３０６ 
学科 

内定者数 

三菱東京ＵＦＪ銀行（３４） 大垣共立銀行（２２） 三井住友海上火
災保険（１７） 損害保険ジャパン（１６） 名古屋銀行（１３） 東京海
上日動火災保険（１３） 中京銀行（１１） 愛知銀行（８） 岡崎信用金
庫（８） 岐阜信用金庫（８） 野村證券（８） 大和証券（７） 東海東京
証券（７） 日本生命保険（７） 第一生命保険（７） 十六銀行（６） 三
重銀行（６） 西尾信用金庫（６） 百五銀行（５） 日興コーディアル証
券（５） あいおい損害保険（５） 三井住友銀行（４） 碧海信用金庫
（４） 商工組合中央金庫（４） 岡三証券（４） 豊証券（４） 三井生命
保険（４） 日本興亜損害保険（４） いちい信用金庫（４） みずほフィナ
ンシャルグループ（４） 日本銀行（３） 瀬戸信用金庫（３） 静岡銀行
（２） 北陸銀行（１） 国民生活金融公庫（１） 中小企業金融公庫（１） 

金融・保険 

キ 

0
人 

８ 
心 

１７ 
日 

１５ 
英 

１７ 
ス 

３ 
フ 

９ 
ド 

４ 
ア 

４ 
経 

６３ 
営 

５９ 
法 

６６ 
総 

４５ 
情 

２ 
数 

９ 
合計 

３２１ 
学科 

内定者数 

東海旅客鉄道（９） 郵船航空サービス（６） 近鉄エクスプレス（４） 
日本通運（４） 名港海運（４） 全日本空輸（４） 日本通運（航空事
業部）（４） 豊通シスコム（４） 伊勢湾海運（３） トヨタ輸送（３） 三
井倉庫（３） 鈴与（２） 名古屋鉄道（２） 日本トランスシティ（２） 西
日本旅客鉄道（２） ＪＡＬエクスプレス（２） ＫＤＤＩ（２） エヌティティ
ドコモ東海（２） 西日本電信電話（２） 商船三井（１） アシアナ航
空（１） ルフトハンザドイツ航空（１） 日本通運（海運事業部）（１） 

運輸・通信 

キ 

0
人 

１ 
心 

3
日 

2
英 

１２ 
ス 

４ 
フ 

３ 
ド 

４ 
ア 

５ 
経 

１０ 
営 

８ 
法 

１１ 
総 

１９ 
情 

２ 
数 

３ 
合計 

８７ 
学科 

内定者数 

豊通トーメンヒューマンリソース（１１） ジェイティービー（９） 名鉄観
光サービス（６） ＵＦＪセントラルリース（６） ＪＡＬスカイ名古屋（５） 
リクルートスタッフィング（５） ジェイアール東海ホテルズ（４） セント
ラルオートリース（３） パソナ（３） アイシン・エンジニアリング（３） 
郵船トラベル（２） トヨタファイナンス（２） 名南経営センターグルー
プ（３） ナゴヤキャッスル（１） 名古屋観光ホテル（１） 日本旅行（１）

各種サービス 

キ 

１ 
人 

１１ 
心 

１３ 
日 

５ 
英 

２１ 
ス 

４ 
フ 

９ 
ド 

６ 
ア 

８ 
経 

１４ 
営 

２４ 
法 

７ 
総 

２７ 
情 

２ 
数 

６ 
合計 

１５８ 
学科 

内定者数 

ユーフィット（１０） エン・ジャパン（８） 日立情報システムズ（５） ＣＳ
Ｋシステムズ（４） 中部日本電気ソフトウェア（４） インテック（３） シ
イエム・シイ（３） システムリサーチ（３） アビームシステムズ（３） 住
商情報システム（２） 日本システムディベロップメント（２） 富士通
中部システムズ（２） メイテック（２） トヨタコミュニケーションシステ
ム（２） ジェイアール東海情報システム（２） オービック（２） ＮＴＴデ
ータ東海（２） 東邦ガス情報システム（１） 日本アイビーエム中部
ソリューション（１） 

情報処理 

キ 

0
人 

0
心 

0
日 

１ 
英 

９ 
ス 

１ 
フ 

0
ド 

３ 
ア 

１ 
経 

１３ 
営 

７ 
法 

６ 
総 

１２ 
情 

３９ 
数 

1８ 
合計 

１１０ 
学科 

内定者数 

リクルート（８） リクルートＨＲマーケティング東海（３） 毎日コミュニ
ケーションズ（２） 中部ケーブルネットワーク（２） アドプランナー（２） 
中日新聞社（１） 新日本法規出版（１） 静岡エフエム放送（１） 中
日アド企画（１） 新東通信（１） 名鉄エージェンシー（１） 新通（１） 

マスコミ 

キ 

0
人 

３ 
心 

２ 
日 

４ 
英 

３ 
ス 

１ 
フ 

0
ド 

0
ア 

0
経 

４ 
営 

８ 
法 

６ 
総 

１１ 
情 

１ 
数 

0
合計 

４３ 
学科 

内定者数 

藤田学園（藤田保健衛生大学）（５） 岐阜県教育委員会（４） 
愛知県教育委員会（３） ＮＯＶＡ（３） えいすうグループ（３） イー
シーシー（ＥＣＣ）（２） 河合塾（２） 秀英予備校（２） 野田塾（２） 
神奈川県教育委員会（１） 名古屋市教育委員会（１） 愛知大学
（１） 愛知医科大学（１） 津田学園（１） 帝京大学・可児中・高
等学校（１） 信州学園（１） 佐鳴予備校（１） 

教育 

キ 

0
人 

２ 
心 

８ 
日 

１０ 
英 

１３ 
ス 

２ 
フ 

１ 
ド 

２ 
ア 

0
経 

３ 
営 

４ 
法 

６ 
総 

４ 
情 

0
数 

２ 
合計 

５７ 
学科 

内定者数 

全業種 

キ 

３ 
人 
人 外 

６１ 
心 

７９ 
日 

７４ 
英 

１４１ 
ス 

３５ 
フ 

３６ 
ド 

３３ 
ア 

４５ 
経 

１９９ 
営 

１７９ 
法 

１８０ 
総 

経 営 法 総 

２４８ 
情 

６２ 
数 

数 

６７ 

合計 

１４４２ 

学部 
学科 

内定者数 

北海道 
0・0
9

青森 
0・0
0
岩手 
0・0
1

秋田 
0・0
0

宮城 
0・0
4

山形 
0・0
1

新潟 
0・0
2

茨城 
0・0
4

福島 
0・1
1

栃木 
0・0
5

千葉 
0・2
18

埼玉 
0・1
23

山梨 
0・0
2

神奈川 
7・7
81

東京 
171・102
904

富山 
1・1
15

石川 
1・1
35

福井 
2・1
19

群馬 
1・0
4

長野 
1・5
31

岐阜 
30・45
170

鳥取 
0・0
1

島根 
0・0
3

県 名 

男子 
内定者数 

求人企業数 

女子 
内定者数 

山口 
0・0
5

福岡 
1・0
22

佐賀 
0・0
1

外国 
0・2
1

宮崎 
0・0
2

鹿児島 
0・0
1

沖縄 
0・1
4

兵庫 
4・2
54

岡山 
1・0
17

広島 
1・1
38

大分 
1・0
3

熊本 
0・0
4

長崎 
0・0
2

香川 
0・0
10

愛媛 
1・0
13

徳島 
0・0
1

高知 
1・0
1

静岡 
6・14
89

愛知 
115・170
475

名古屋市 
180・470
782

三重 
16・21
107

滋賀 
0・1
12京都 

3・4
52

奈良 
0・0
6

和歌山 
0・0
5

大阪 
31・15
278

合 計 

男子 

3,318社 

女子 

学部別・業種別就職内定状況 

575 867

■経済学部 １９９名 

２１.１％ １８.１％ ３１.７％ ７.０％ 

３.５％ ２.０％ ３.５％ １.５％ ５.０％ ６.５％ 

■数理情報学部 １２９名 

２２.５％ １０.９％ ８.５％ ４４.２％ 

０.８％ ０.８％ ３.９％ ０.０％ ６.２％ ０.８％ １.６％ 

■経営学部 １７９名 

１９.６％ １０.６％ ３３.０％ ６.７％ １３.４％ 

１.１％ ４.５％ ０.６％ ２.２％ ４.５％ ３.９％ 

■総合政策学部 ２４８名 

２０.６％ ２１.８％ １８.１％ １０.９％ ７.７％ ６.５％ 

４.４％ ０.０％ ３.６％ １.６％ ４.８％ 

２６.６％ １５.２％ １２.８％ ９.７％ １６.６％ 

■外国語学部 ２９０名 

２.４％ １.４％ 
０.７％ ３.８％ ６.２％ ４.８％ 

■法学部 １８０名 

１５.６％ ８.３％ ３６.７％ １５.６％ 

２.８％ ３.３％ 
１.１％ ３.３％ ３.３％ ３.９％ ６.１％ 

教員養成ＧＰ 
補助事業 

南山大学大学院人間文化研究科教育ファシリテーション専攻と人間関係研究

センターが中心となって行っているプロジェクト「豊かで潤いのある学びを育む

ために－ラボラトリー方式の体験学習を通した豊かな人間関係構築を目指して－」

が、平成１７年度文部科学省の大学・大学院における教員養成プログラム（教員養

成ＧＰ）に選定された。今回、教育ファシリテーション専攻主任・人間関係研究セ

ンター長の津村俊充教授に、プロジェクトの内容や活動について話を伺った。 

人文学部心理人間学科教授 

人間文化研究科 
教育ファシリテーション専攻主任 

人間関係研究センター長 

津村 俊充 

特集 

　 

 

A1：社会の急激な変化に伴って、学校のあり
方や教育の方法も大きく揺れ動いていま

す。また、いじめ、自殺、生命の尊さが無

視された事件など、子どもの対人関係能

力の欠如が要因と考えられる様々な出

来事が起こっています。その解決には、

学校や学級、教師集団、また学校と家庭

や地域との連携など、教師の学校教育

に関わる実践的な問題解決能力の重要

性があげられます。子どもの人間関係能

力の育成とともに、教師のコミュニケー

ション能力やチームワーク、リーダーシップ

能力などの向上が喫緊のテーマです。

生徒同士や生徒と教師の豊

かで潤いのある人間関係が、

学びの力や意欲の基礎とな

ると考えています。「ラボラト

リー方式の体験学習」の理

論を導入することにより、個

性を尊重する価値観とともに、

子ども一人ひとりの「生きる力」

を涵養することを目指します。

さらに、本プロジェクトは、教

師の人間性や人間関係能

力の育成を通じて教育力の

向上や学校改善に貢献しよ

うとするものです。 

 

 

 

A2：１９４７年にグループダイナミックス研究の
創始者でもあるK.レヴィンと仲間の研究

者が開発したトレーニングです。彼らは、

一人ひとりの存在を大切にし、学び合う

関係づくりと態度形成に取り組むことによ

って、いかに民主的で信頼し合える風土

を創り出すことができるか、という目標を

達成しようとしました。そのために、コミュ

ニケーションやグループワークにおける話

題や課題といったコンテントだけではなく、

そこに起こる人間関係の側面―プロセス

―に着目することの大切さとそのプロセ

スから学ぶ体験学習の循環過程の重要

性を提唱しています。この方法は、コミュ

ニケーション能力の開発やリーダーシップ・

トレーニング、組織開発など様々な領域で

応用されています。 

 

 

 

A3：小牧市立応時中学校において実践され
ています。応時中学校では、２００３年度か

ら「人間関係づくり」を第一の柱に、「授

業づくり」「教育コミュニティづくり」の３本

柱で新しい学校づくりに向けて取り組ん

でいます。特に、「人間関係づくり」に関

しては、「人間関係づくりの理論と実践」

についてＰＴＡも含めて全教員がともに学

ぶ校内研修を重ねるとともに、本学人間

関係研究センター主催の研修会等への

参加を通して、豊かで潤いのある学びを

育むための学校づくりに取り組んでいます。

こうした改革により、現在では、生徒と教

師のコミュニケーションが円滑になり、多く

の生徒が自信をもって目をキラキラ輝か

せながら、何事にも前向きに取り組むよう

になってきています。わずか２年間で5％（２

５名）あった不登校生徒を1.8％（９名）ま

で減少させることができたことは大きな成

果であるといえるでしょう。 

 

 

 

 

 

A4：種々の公開講演会やワークショップを開
催していますが、1月開催のラボラトリー

体験学習ワークショップには、全国から８３

校１４１名の学校関係者が集まってくださ

いました。アンケートでは、「学校現場に

取り入れたい」「体験学習によって生徒

の人間関係が豊かになる」との思いを

強くされたご意見が多くありました。今後

も、学校教育現場にできる限り密着した

話題を取り上げた公開講演会や研究会

を開催したいと考えています。また、本取

組の一つの柱でもある研究協力校１０校

へのサポートも２００６年度に実施予定で

す。詳細は、本学Webページでご確認く

ださい。 

 

 

 

 

A5：人文学部心理人間学科では、人間関係
の生（なま）の体験から学ぶことができる

ユニークな科目群を、教育ファシリテー

ション専攻では、「ラボラトリー方式の体

験学習」に関する研究と応用実践がで

きるファシリテーター養成のためのカリ

キュラムを準備しています。また、人間関

係研究センターでは、地域社会の方々

へのサービスとして、「ラボラトリー方式

の体験学習」の原理に基づく種々の研

修会や研究会を開催します。このように、

本学では、社会のニーズに応えられるよ

うに「ラボラトリー方式の体験学習」に関

する情報発信と学びの場を提供してお

りますので、是非ご活用ください。 

２００６年度入試結果 

２００５年度就職状況 

　民間企業による2006年3月卒業予

定者に対する求人倍率は1.60倍（昨

年度1.37倍）と大幅に増加した（リク

ルートワークス研究所調べ）。 

　今年度の特徴としては①「厳選採用」

の継続、②「２極化」（優秀な学生に

内定が集中してしまう）の顕在化、と

いった点が挙げられる。 

　本学の2005年度（2006年2月1日現

在）就職内定状況は、全体で85.3%（昨

年同期比0.5％増）となっている〔男子

83.6％（同4.2%減）、女子86.2％（同

3.5%増）〕。うち、公務員は、国家・地方・

国立大学法人等を合わせ47名（同

25名減）から、また、教員については、

公立学校10名（同１名減）、私立学校

10名（同5名減）から進路決定の届

出がある。 

　なお、業種別・学科別就職内定状

況は別表のとおりである。例年同様中

部地方の有力企業をはじめ、全国の

大手企業からも高い評価を受ける結

果となった。 

（キャリア支援室） 

学部別 志願者・合格者推移 都道府県別  志願者・合格者 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 
１,０２４ 

２,６４５ 
２,８８３ 

３,０４７ 

１,０６０ １,１４６ 

■人文学部 

 

　2006年度入試では、名称変更（詳

細は右表参照）やセンター50での試

験場の変更、数理情報学部の学部一

括募集など、いくつかの大きな変更を

行った。試験場の変更では、センター

50で札幌試験場など４試験場の統廃合、

名古屋試験場の新設を行った。 

　志願者は、一般入試が12,978人（昨

年比約1.4％増）、センター50が5,358

人（同約34.7％増）となった。一般

入試とセンター50の総志願者数は

18,336人（同約9.3％増）となり、昨年

再び増加に転じた志願者数推移は今

年も増加傾向が続いている。 

 

　昨年までの全国入試は、今年度、前

述の試験場の統廃合および名古屋試

験場の新設をした上で「センター併用

マルチ入試（センター50）」の新名称

で再スタートを切った。センター50は、

2,500人超が受験した名古屋試験場

を含む全国12会場で2月7日に行われ

た。名古屋試験場新設により、浜松、大

垣、津などの近隣試験場から移行した志願

者に加え、新たに多数の志願者を掘り起こした。 

　昨年一部の全国入試試験場で発生した

受験生を狙う詐欺まがいの行為に対しても

対策を施し、今年は被害に遭った受験生も

なく試験は順調に実施された。 

 

　一般入試は例年どおり2月9日から13日に

かけて行われた。寒い日もあったが、幸い期

間中ずっと天候に恵まれ、例年に比べて体

調不良者の数も少なく概ね順調に入試を行

うことができた。 

 

　一般入試は4,312人、センター50は1,952人

の合格者を発表した。 

　今年度から本学構内での掲示を取り止め、

昨年同様2月20日にWebページ上で合格者

の受験番号を掲載し、併せて合格通知書を

発送した。合格発表時に合格者の笑顔が

直接見られないのは大変残念であるが、近

年大半の受験生がWebページ上で合否を

確認していることを考えるとやむを得ない変

更であろう。 

（試験運営委員会委員長　鈴木 達也） 

建設・不動産 各種製造 マスコミ 商社・流通 

金融・保険 運輸・通信 各種サービス 情報処理 

教育 公務・公益・団体 その他 
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0
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4
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833
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9
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5
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1 
3
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5
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0 
1
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0 
0
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3
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4
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1
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4
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佐賀 福岡 

長崎 大分 

熊本 宮崎 

鹿児島 

1 
7
6 
7

山口 

15 
72
6 
26

大学検定 
・その他 

2 
7
4 
12

広島 

0 
0
1 
4

島根 

6 
14
2 
10

岡山 

2 
5
1 
6

鳥取 

4 
13
0 
4

兵庫 

福井 

京都 

石川 

滋賀 

7 
31
13 
41

富山 

2 
17
4 
14

大阪 

1 
5
0 
1

奈良 

1 
5
1 
2

和歌山 

3114 
9096

1238 
3394

愛知 

95 
310

79 
208

静岡 

344 
1184

209 
615

三重 

岐阜 

2 
33
5 
27

長野 

0 
6
4 
7

新潟 

2 
6
2 
4

群馬 

山梨 

神奈川 

埼玉 

2 
4
0 
2

栃木 

2 
6
0 
2

茨城 

3 
12
2 
8

東京 

2 
8
0 
1

千葉 0 
7
2 
7

愛媛 

0 
2
0 
0

高知 

2 
3
1 
3

香川 

0 
0
0 
1

徳島 

一般入試 
合格者数 

センター50 
合格者数 

一般入試 
志願者数 

センター50 
志願者数 

都道府県（出身高校所在地） 

4312 
12978

1952 
5358

合計 

http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/gp/

センター50名古屋試験場鮮烈デビュー 

センター併用マルチ入試（センター５０） 

一般入試 

合格発表 

名称変更、試験場新設、２年連続志願者増 

【２００６年度入試の主な変更点】 

１.入試名称の変更 

２.センター併用マルチ入試（センター５０）の試験会場に 
名古屋会場（名古屋キャンパス）を新設 
（札幌、仙台、岡山、高松試験場の廃止） 

３.数理情報学部の募集方式の変更 
「学部」単位での募集とし、所属学科は２年次末に決定 

本学一般入試 全国入試 
センター試験 
利用入試 →

 

→
 

→
 

一般入試 
センター 
利用入試 

（センター１００） 

センター併用 
マルチ入試 

（センター５０） 

２０.３％ ２０.３％ １８.４％ １３.８％ ９.２％ 

■人文学部 ２１７名 

３.２％ ４.１％ ２.８％ ０.５％ ４.６％ ２.８％ 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 

８９９ 

２,８８３ 
３,５２１ 

３,０５１ 

９４３ ９９９ 

■外国語学部 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 

８００ 

２,０９１ 

９１０ ９８５ 

２,８７８ 
２,８６６ 

■経済学部 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 
６９４ 

２,１３０ 

７１３ ７１７ 

２,０２２ １,９６０ 

■法学部 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 
８２５ 

２,１８８ 

９１４ ９１１ 

２,１８１ 

２,４４９ 

■総合政策学部 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 

６５４ 

１,４１１ 

６１６ ６１６ 

１,４６１ 

１,４４６ 

■数理情報学部 

一般入試・センター併用マルチ入試（センター５０） 

年度 

（人） 

２００４ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 

６７２ 

２,３４０ 

７３６ 
８９０ 

２,１３２ 

３,２１１ 

■経営学部 

※センター利用入試（センター１００）の人数は掲載しておりません。 

0 
4
0 
1

沖縄 

2 
3
4 
4

福島 1 
2
1 
1

山形 

0 
2
0 
0

秋田 0 
0
0 
0

青森 

0 
0
0 
1

岩手 

0 
5
3 
15

北海道 

0 
0
0 
１ 

宮城 

年度 

（人） 

２００４ 

２０,０００ 
 

１６,０００ 
 

１２,０００ 
 

８,０００ 
 

４,０００ 
 
０ 

２００５ ２００６ 

志願者 

合格者 

５,５６８ 

１５,６８８ 

５,８９２ ６,２６４ 

１６,７７２ 
１８,３３６ 

■全学部合計 

 

（2006年2月1日現在） 

〈主な内定先（内定者数）〉 

愛知県警察本部（１４） 国家公務員  種（５） 国税専門官（４） 
春日井市役所（４） 日本郵政公社（４） 東邦瓦斯（３） 中部電力
（２） 豊田市役所（２） 名古屋市人事委員会（２） 東海市役所
（２） 日本赤十字社愛知県支部（２） 愛知県信用農業協同組合
連合会（２） 愛知県経済農業協同組合連合会（２） 東京電力（１） 
安城市役所（１） 常滑市役所（１） 小牧市役所（１） 尾張旭市
役所（１） 大府市役所（１） 桑名市役所（１） 田原市役所（１） 
名古屋国税局（１） 全国農業協同組合連合会（１） 防衛庁(航
空自衛隊 一般幹部候補生／飛行要員)（１） 岐阜県信用農業
協同組合連合会（１） 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備
支援機構（１） 

公務・公益・団体・その他 

キ 

0
人 

４ 
心 

７ 
日 

５ 
英 

５ 
ス 

２ 
フ 

２ 
ド 

１ 
ア 

３ 
経 

７ 
営 

１３ 
法 

３０ 
総 

９ 
情 

0
数 

１ 
合計 

８９ 
学科 

内定者数 

サンゲツ（９） 豊島（５） 岡谷鋼機（５） 瀧定名古屋（４） 松坂屋
（４） ジェイアール東海　島屋（４） 興和（４） スズケン（３） 花王
販売（３） ブラザー販売（３） 八神製作所（３） トラスコ中山（３） 
内田洋行（３） ＵＳＥＮ（３） ユニー（３） 三交クリエイティブ・ライフ
（東急ハンズ）（３） 明治電機工業（３） トヨタＬ＆Ｆ中部（２） イオ
ン（２） バロー（２） カーマ（２） コメ兵（２） 阪和興業（２） ユアサ商
事（２） 日本紙パルプ商事（２） 豊通エレクトロニクス（２） 田崎真
珠（１） 大塚商会（１） 東芝テック（１） ヤナセ（１） 丸栄（１） 名鉄
百貨店（１） イトーヨーカ堂（１） セブンイレブンジャパン（１） ロー
ソン（１） ドイツ三越（１） 住友商事（１） 日通商事（１） 浅井産業
（１） シャネル（１）

商社・流通 
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７ 
数 

７ 
合計 

２２６ 
学科 

内定者数 

問題解決実習に取り組む参加者 

「ラボラトリー方式の体験学習」の紹介 

南山短期大学名誉教授 星野欣生氏による公開講演会 

まず、今回のプロジェクト「豊かで
潤いのある学びを育むために－ラボ
ラトリー方式の体験学習を通した豊
かな人間関係構築を目指して－」の
目的を教えてください。 

「ラボラトリー方式による体験学習」と
は、どんな学習ですか。 

実際に、「ラボラトリー方式による体
験学習」を取り入れている学校はあり
ますか。 

これまで、講演会やワークショップ
を開催されていますが、反応はいか
がでしたか。また、今後の予定をお
知らせください。 

最後に、「ラボラトリー方式による体
験学習」に興味を持たれた方へメッ
セージをお願いします。 

一人になって体験をふりかえる 


